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目的 基底細胞癌の治療法をシステマティックレビューする 
データソース Cochrane Database 
研究の選択 病理学的確定診断がついた報告のみを選択 
データ抽出 報告の抽出は二人の独立したレビューアーにより行った 

主な結果 

手術と放射線治療を直接比較したランダム化比較試験は 1 件のみ 
手術後と照射後の局所再発のオッズ比：0.09 (95%CI 0.01-0.67)
で手術療法が優れている（手術：1/174, 照射：11/173） 

手術と放射線の整容性の比較（良好 手術 87%＞照射 69%） 
放射線治療後は色素沈着と毛細血管拡張が出現（65%／４年） 
Cryosurgery は便利で安価（手術との局所再発率に差なし） 
 オッズ比：0.23 (0.01-6.78) 
放射線治療と cryosurgery で 1 年の局所制御率は照射が有意に良好

 オッズ比：14.80 (3.17-69) 

結論 

多くの試験はリスクの低い症例を対象とした報告であるが、手術と

放射線治療が最も有効であり、再発率が低い。特に手術による局所

制御率はより高い。他の治療も有用であろうが、手術との有用性の

比較がなされていない。より悪性度の高い腫瘍に関してはランダム

化比較試験が必要。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項
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コクランレビューで信頼度は高い。しかし、ランダム化比較試験は

一つしかなく、この試験では放射線治療の方法が統一されていな

い。通常我々が行う放射線治療で、色素沈着と毛細血管拡張が 65%
の症例に出現するのは考えがたい。 
レベル I 

 




